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図において、
ａ＝３０ｍｍ，Ｌ１＝２００ｍｍ，Ｌ２＝３００ｍｍ，Ｌ３＝４００ｍｍ，
Ｅ＝２００ＧＰａ，ポアソン比ν＝０．３，Ｗ＝１０００Ｎ の場合のたわみ：δを求める。
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解析モデル

解析内容



① Wireボディで、L1, L2, L3部を作成
② 作成したWireを[変換]-[Wireボディ⇒Wireボディ]で結合
③ 作図平面をY-Z平面に切り替え、シートボディ-「直方体」で断面を作成
④ 作成した断面と、②で結合したWireを選択し、パイプ機能で引き伸ばす

解析モデル作成

引きのばし前 引きのばし後



・ 応力静解析
・ 標準メッシュサイズ7.5mm
・ 材料定数： ヤング率Ｅ＝２００ＧＰａ，ポアソン比ν＝０．３

解析条件設定

境界条件の設定



解析結果

材料力学の理論値＝６．７４ｍｍに対し、解析値＝６．７８ｍｍとなり、ほぼ一致することが確認できます。

メッシュ図 変位コンター表示



理論解

一辺長さ：ａの正方形断面の角材で、水平面内にて直角に曲げられており、一端面が固定され、もう一端面に
鉛直下方に荷重：Ｗ が作用している。その時の荷重端の撓み：δは下記の計算式で求められる。

曲げモーメントによって棒材に蓄えられる弾性エネルギ：Ｕｂ は

捩じりモーメントによって棒材に蓄えられる弾性エネルギ：Ｕｔ は

棒材に蓄えられる全弾性エネルギに対して、Castigliano の定理を適用し、Ⅰ＝ａ４／１２、Ｉｐ＝ｋａ
４ とすると

ｋ値は、一辺の長さ：ａの正方形断面、長さ：Ｌの角棒の捩じりにおける
捩じり角：Θ と せん断弾性係数：Ｇ と ねじりモーメント：Ｔ の関係式における定数である。
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今回の解析では、ｋ＝０．１４０６を使用


